
　妙見まちづくり協議会

地域内のつながりが薄く、安全・安心な

生活の維持に不安がある

（１）あいさつ運動の推進
家庭や地域の中で朝・⼣のあいさつの励⾏(気軽に声がけ)
隣近所仲良く声がけ運動を実施
一人暮らし世帯、登校児童へのあいさつ運動

（２）世代間交流の促進
春・夏・秋・冬のイベントを開催
寄り合い処（なんでも相談所、お茶飲み会）の開設
※ 誰でも相談できる環境づくり
夏祭りや盆踊りの開催（地域と企業が連携）
バザーやフリーマーケットの開催
地域交流農園開設の検討
各世代が参加して意⾒交換会の開催
企業と連携したイベントの検討

（３）地域資源の活用
⼤星神社や妙⾒市⺠館を中⼼としたイベントの開催
⾳楽会、冬祭り［雪像や雪灯籠制作］など
観桜会の開催（⼤星神社のしだれ桜）

（１）子育て環境の充実
親子で参加できるイベントの開催（ねぶたお面作成、そば打ち体験など）
子どもと地域内の⾼齢者との交流会を開催
※ おおぼし保育園と連携（妙⾒市⺠館で祭り、野尻公園でごみ拾いなど）

（２）子どもや⾼齢者のサポート
健康教室・健康相談、医療・介護講習会の開催
(介護・福祉などの困りごと相談)※ 芙蓉会と連携
健康ウォーキングの開催
誤嚥予防カラオケ広場の開催
交通安全教室の開催（子ども対象の⾃転⾞教室、雪道の安全運転教室）
※ ⻘森ﾓｰﾀｰｽｸｰﾙと連携
一人暮らしの⾼齢者の⾒守り強化（⾼齢者への声かけ運動）
※ ⺠⽣委員と連携
子どもたちのサポート強化（通学路等における防犯・交通パトロール）

（３）防犯・防災⼒の向上
地域合同防災訓練の実施（避難場所の確認、救急法の研修など）
⾼齢者の防犯・防災活動の検討（雪捨てや避難場所確認など）

（１）まちの魅⼒をPR
地域内の活動に関する情報の共有
（イベントがあるたび隣近所に声がけ、回覧板で

一声運動、チラシ配布掲示板の活用）
妙⾒地区のホームページやフェイスブックなどを開設の検討
のぼり旗の作製

（２）歴史や伝統を次世代に継承
⼤星神社の桜をPR
（妙⾒のウリ︕妙⾒と⾔えば⼤星神社︕）
妙⾒独⾃の郷⼟芸能を継承（妙⾒⾳頭）

（３）環境保全・美化活動の推進
クリーン作戦の実施
花いっぱい運動の実施
⼤星神社、しだれ桜の保全活動の検討
バス停にフラワーポットを設置

【策定目的】
妙⾒地区のまちづくりのありたい姿（ビジョン）を明確
にして、地域住⺠や各種団体・企業が連携・協働に
より、役割分担を⾏いながら、同じ目標に向かって、よ
り効果的・継続的に実施されるよう策定する。

【計画期間】
令和3年度から令和7年度の5年間

【区 域】
南部第九区連合町会（妙⾒地区連合町会）
区域［妙⾒第一町会、妙⾒第⼆町会、妙⾒第三
町会、妙⾒第四町会の4町会の区域］

【主 体】
妙⾒まちづくり協議会（平成28年5月26⽇設⽴）

【策定方法】 妙⾒地区内の住⺠をはじめ、企業や
医療福祉関係の従事者など多様な主体が参集した
ワークショップにおいて提案された意⾒等をもとに、当協
議会役員・運営委員が集約し、まとめたもの。

【策定意義】
計画に掲げる活動に取り組んでいくことで、誰もが健
康で元気な、豊かで活⼒ある住みよい地域として発
展していくことを望む。

地域計画の概要

笑顔広がる安全・安心なまち 妙見

・⼤星神社がある（歴史がある、桜がきれい）
・問屋町がある（企業が多い）
・商店、コンビニが多い
・地域活動に積極的な企業が多い
（ﾆｭｰﾗｲﾌ芙蓉、⻘森ﾓｰﾀｰｽｸｰﾙ、おおぼし保育園など）
・子どもの⾒守り活動が活発
・⾃然が豊かである（川や緑が豊か、野鳥が来る）
・交通の利便性がよい（どこに⾏くにも近い）
・⽣活環境が整っている
・地域の活動拠点がある（妙⾒市⺠館）

地域の魅⼒・資源

・子育て環境の充実（子どもが気軽に遊べる場所が少ない、
⾃然に触れる場所がない）
・交通量が多いので事故が⼼配
・近所付き合いが希薄、勤労世帯の横のつながりが弱い
・⾏事に人が集まらない、⾏事が少ない
・地域活動の担い⼿不⾜
・⼤星神社の桜の管理
・「妙⾒」という地区の「知名度」が低い
・除雪問題（特に、一人暮らし⾼齢者のサポート）
・一人暮らし世帯が多い

地域の課題

妙見のいま

Ⅲ 地域の歴史と環境を⼤切にするまちⅡ ⼦どもや⾼齢者を⼤切にするまちⅠ ⼈とのふれあいを⼤切にするまち


